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小野頼風 ピ姜の七霊が地獄の責めを見せ

る「女郎花」だが、山全体に清純可憐な

雰国民を纏っていて、妄執 ざいうよう悲

恋物語的性格 を持つ。続 く「半蔀」 |よ 、

『源氏物語』の夕顔という女ピタ顔の花の、

ほのかなイ夢さのダブノレイメージを美しく

描いた作品。半蔀を持つ作 う物の扉を有

効に用い、清楚で″い恋を井い上げる。

「紅幸狩」 |よ 戸隠山の鬼女を退治する物語。

前半の維茂 を誘惑する美女の優雅な丼、

後半の鬼退治の死聞ぎ、目が離せない。

13:00- 女郎花 おみなめし

15:00- 半蔀
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「フィクションとはいえ、約 900年 前にも、男女の恋のすれ違

いはあり、さらに悲劇的な結末を迎えます。舞台に、一輪の女

郎花を咲かせられるように勤めたいです」
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ワキ 安田 登    笛  藤田 貴寛

間  中村 修―   小鼓 鳥山 直也

大鼓 イ田 良太郎

「初秋の夕暮れ、花の陰から現れる夕顔。源氏とのイ夢い恋の思い出と

ゆっくりな舞 (序 ノ舞)は時間を止めているよう。出会いの象徴であ

る作 り物の扉の開閉は僧の夢の始終にも感じられます」

16:35- 紅葉狩 もみ じがり

ツレ 藪 克徳、  ワキツレ 大日方 寛  笛  杉 信太朗
〃  富山 淳司   〃   小林 克都  小鼓 飯冨 孔明
〃  金森 隆晋   〃   御厨 誠吾  大鼓 高野 彰

ワキ 則久 英志  間    石田 淡朗  太鼓 大川 典良
〃    岡 聡史

「20歳頃に初めてツレを勤めてより、何度かツレは勤めましたが、25

年以上経ち今回初めてシテを勤めさせていただきます。あの頃はシテ

を勤める日が来るとは考えも及びませんでした。精一杯精進します」
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